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1.
中華人民共和国には55の少数民族が分布居住してい
る。多数を占める漢族（総人口の約92パーセント）を入れる
と，合計56の異なる民族が同居している。少数民族とい
うのは，名前からも類推できるように，人口規模が小さい
集団をいう。しかし中国の場合，人口規模が小さいだけで
は少数民族と称することができない。少数民族と名乗るた
めには中央政府（北京政府）の承認（認知と呼ばれる）と許
可が必要なのである。
その認知システムを説明すると，言語，着用している衣
服，さらには種々の習慣などが他の民族と明らかに異なっ
ている人びとの代表者が，「わが集団を1つの集団（すな
わち少数民族）として認めていただきたい」という申請を
書面によって政府に行なう。この申請書が提出されると，
政府は専門委員を召集して審議を開始する。その結果，申
請書を提出した集団が少数民族として認められれば，政府
は，この集団を少数民族として認知する。このようにして
認知された少数民族の合計が55なのである。
なぜ，このような手続きが必要なのだろうか。理由は，
少数民族の場合，多数を占める漢族と比較すると，一般に
生活が遅れている。それ故，政府は財政面を筆頭に他方面
に亘る援助と保護を必要としているからである。かつては
少数民族に対して，税金や食糧など一定の援助が実施され
ていた。現在でも以前ほどではないが，上級学校に進学す
る場合にみられるような優遇措置がみられる。かような政
策は，ひとり中国だけで実施されているのではない。ベト
ナム社会主義共和国など，社会主義体制を堅持している国
家では同様の政策が実行されている。そのため，次のよう
な信じられない状況が生じている。
その状況とは，自らが所属する民族名が確定せず，民族
名をもたない集団が存在するのである。これらの集団は統
計上では未識別民族と区分されている。最新のデータであ
る「2000年人口センサス」によれば，73万人強の人びと
が未識別民族に区分されている。これらの集団は全国に均
等に分布しているのではなく，西南中国の一角を占める貴
州省の山間部に居住している。地元の人びとから西族と呼
ばれている集団もその典型的な事例である。
西族は貴州省東部の名山香炉山（1238メートル）の麓に
住み，300年の歴史をもっているといわれている。時の朝
廷に反乱したりすることが多く，この地に逃げてきたとさ
れる。西族は，西族語と呼ばれる独自の言葉を話している。
そのため，近くに居住するミャオ族などとの会話がほとん
どできない。また周辺の少数民族とは生活文化全般にわた
っても明確に異なっている。西族は独自あるいは固有の生
活を送っているのである。このように，西族は他の集団と
は異なった独自の生活を送っていることから，1949年10
月に中華人民共和国が成立した後，代表者が幾度となく政
府に対して少数民族として認めてほしいと，書類を整えて
申請を行なってきた。しかしながら，西族の申請に対して
政府は認知を却下してきた。人口数（約2000人）が認知す
るためには余りにも少ないからだという。そのため，証明
書などの書類の民族欄では，西族に関してその欄が空欄と
なっている。そのことから，近年増加しだした出稼の際に
不利益を被るなど，多くの面で問題が生じている。
2.
少数民族の識別の方法自体にも問題となるような事例が
みられる。その事例が存在するのは，少数民族の認知が中
華人民共和国成立直後の1950年代初頭の混乱期に集中し
て実施されたため，厳密な審査によらないで認知したケー
スもあるのではないか，と推察できるからである。ただし，
以下のケースは推測の域を出ないので，誤まっているかも
しれないが……
西南中国の広西チワン族自治区を中心に分布しているチ
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ワン族は，少数民族では最大人口（1600万人強）をもつ民
族である。このチワン族と日常会話が自由に通じ，常用し
ている衣服など生活様式もほとんど同じである集団が存在
する。プイ族として政府に認知されている民族である。か
ように，同一集団と思われる民族が異なった集団として認
知されたのは，両民族が主として居住している地域と関係
があると考えられる。すなわち，互いに隣接する広西チワ
ン族自治区にはチワン族が，貴州省にはプイ族が居住し，
別の民族として認知されているのである。しかも同集団は，
南シナ海（南海）に流入する珠江の最大支流である西江水
系沿いに集中して分布している。両集団が相異なる民族と
して認知されたのは，申請時に広西チワン族自治区と貴州
省という別の行政区域に各々申請したためであろう，と推
察できる。
チワン族とプイ族の場合とは逆に，1つの民族と認知さ
れている集団が複数の民族ではないかという事例も存在す
る。ミャオ族の場合をとりあげてみよう。
ミャオ族は，チワン族と同様西南中国を主要な分布拠点
としている。具体的には，貴州省，雲南省，湖南省などの
中国領，さらには国境を越えてインドシナ半島北部の山岳
地帯にまで進出している。ミャオ族は中国領内のみに居住
する集団だけでも，チワン族，満州族（1069万人強），回族
（981万人強）に次いで 第4位の890万人強の人口を擁し
ている。つまりミャオ族の特徴としては，広範囲に分布
居住し，人口数も多いということが指摘できる。それ故，
集中居住地域ごとに著しい特徴が認められる。それは，中
国は東部地区中心に近年とみに近代化が目覚ましい。その
近代化の波が西南中国のミャオ族居住地域にも波及しだし
た。かような影響を受けて，従来ほどではないが，現在で
もなお女性が日常生活では民族衣裳と称される独自の衣服
を常用している。中国では，雲南省に住むペー族やナシ族
のように，「ハレ」の日や地方中心集落で開催される定期
市では，民族衣裳を着用している女性も多い。しかし，日
常生活において民族衣装を常用している集団は非常に限定
される。ミャオ族の女性は，とりわけ晴着と共に頭や首あ
るいは腕に銀製の装飾品を付けていることから，もっとも
美しい民族衣装を着用しているといわれている。男性はズ
ボンと上衣，女性はスカート（プリーツスカート）と上衣と
いう，ツーピースを基本としている。とくに女性のスカー
トは，青色，黒色，白色，紅色，花柄模様（白色の布にロ
ーケツ染めをしたもの）の5種類の色彩の異なるものに限定
される。これら異なった色を基調としたスカートを着用し
ているミャオ族は，湖南省西部では青色，貴州省東部では
黒色というように，穿いているスカートの色が確定してい
る。そのため，青色のスカートを着用しているミャオ族は
青ミャオ族，黒色のスカートを付けているミャオ族は黒ミ
ャオ族，以下同様に白ミャオ族，紅ミャオ族（赤いスカー
トを着用），花ミャオ族（花柄のスカートを着用）と，それぞ
れ呼ばれている。そのため，同じミャオ族といっても，着
用しているスカートの色彩から，どの地域に居住している
ミャオ族であるかが容易に判明する。一般にミャオ族など
少数民族は，漢族を含む他の集団とは通婚しない傾向が強
い。ミャオ族に関してはその上，他の色彩のスカートを常
用している集団とも通婚しない。かくして，ミャオ族の主
要居住地域では，地域ごとに色彩が異なるスカートを常用
していることになるのである。
蛇足であるが，近年までミャオ族の主要居住地域の多く
は，交通の便が劣悪な山間部であった。そのため，他地域
に住むミャオ族との交流の機会がほとんどなかった。この
ような事情からミャオ族が，地域ごとに5種類の色を中心
としたスカートを着用した集団に区分できることが知られ
ていなかった。この事実を最初に明らかにしたのは，外国
人研究者であった。わが国において最初に科学的な手段を
駆使して海外調査を実施したのは鳥居龍藏（18701953）で
あったが，彼は，明治35年から翌36年（19021903）にか
けてミャオ族居住地域調査を単独で実施した。その調査旅
行において，ミャオ族は，常用しているスカートの色彩を
中心に上述した5つの集団に区分でき，各々の主要居住地
域が異なっていることを発見した。鳥居龍藏は，貴州省な
どミャオ族の主要居住地域のほぼ全域を踏査したからであ
った。ミャオ族のこれらの分類は，明治40年（1907）に
東京帝国大学理科大学人類学教室より刊行された『苗族調
査報告書』の中で明らかにされた。
3.
ミャオ族は地元の人びとや研究者間では，スカートの色
をミャオ族のサブ集団（支系）を示す名称として，これら
の名前が呼ばれ，使用されてきた。しかし，少数民族研究
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の中心である北京市に置かれている中央民族大学の研究者
からは，いわば習慣となっているサブ集団の分類に関して，
次のような見解が提案された。その見解とは，スカートの
色彩を中心とする分類は確かに外見上は理解しやすい。し
かし，そのような分類は非科学的であるとして，他の科学
的な分類が新たに考案された。現在出版されている研究書
などでは，この分類が使用されている。
上述の科学的な分類は，ミャオ族が日常会話で用いてい
る言語を主体としたものである。ミャオ族は居住地域が非
常に広範囲に亘っている。そのため，主要な居住地域は特
定の地域に集中するという傾向がある。その集中している
主要地域ごとに話している言語（方言）が著しく異なって
いる。中央民族大学の研究者はこの点に注目した。すなわ
ち，ミャオ族が話している方言を中心とした言語系統をメ
ルクマールとしてミャオ族のサブ集団を分類しようとした。
このような言語主体によるミャオ族のサブ集団の分類は種々
存在するようである。現在では，上述の中央民族大学の先
生方の見解を参考にした国家民族委員会による以下の3分
類が用いられている。
その分類とは，湖南省西部（湘西と称される）を中心とす
る湖南方言区，貴州省東部を中心とする黔東方言区，四川
省南部，貴州省中西部，雲南省にまたがる川黔方言区
の3区分である。中国では，各省や自治区について，例え
ば，貴州省を黔と表現するように，1文字で表示するとい
う伝統が残っている。中国国内を旅行していると，このよ
うに漢字1字で省自治区を表示した車のナンバープレー
トがみられる。貴州省は例示したように黔，四川省は川，
雲南省はのいずれも1文字で表示される。
このように，言語系統による分類は方言が主体となって
いる。上述の3方言地区では，それぞれの地域に住むミャ
オ族が使用している言葉すなわち方言は，互いの地域間に
おいてはまったく通じない。さらに注目すべきことは，各
方言地区では，それぞれの集団が各々異なった自称を有し
ている。この点を補足すると，ミャオ族と呼んでいるのは，
漢族がこの集団に対して名付けた他称なのである。ミャオ
族自身，自らをミャオ族と称する集団は存在しない。但し，
雲南省南部の山間部には，自称「ミュウー」あるいは「ミ
ャオ」と称する集団がおり，この集団に因んだ名称である
という説もある。
4.
一般論として，ある特定の集団を民族として認める必須
条件は，話す言葉が他の集団と相違していることが第1に
あげられる。というのは，民族は，例えば，日本民族には
日本語を母語とするという共通点があるように，各々の集
団が用いている言語を主体に区分した概念とされる。
かかる一般論をミャオ族に適応すると，言語系統によっ
て分類された3集団は，ミャオ族のサブ集団ではなく，相
異なる民族として区分されねばならない。この点に関して
は，以下の事実からも補強できる。すなわち，湘西方言を
話す集団の自称は「コシヨン」，黔東方言を用いている
集団の自称は「ムー」，川黔方言を使用する集団の自称
は「モン」と称し，まったく異なる自称である。さらに，
青ミャオ族と白ミャオ族は川黔方言地区の内貴州省中部，
黒ミャオ族は黔東方言地区，紅ミャオ族は湘西および黔東
の両方言地区，花ミャオ族は川黔方言地区の内貴州省西
部と雲南省というように，一部地域では重複がみられるが，
スカートの色彩による地域的住み分けがみられる。その地
域的住み分けは言語系統上の分類とよく類似している。そ
れに加えて，「ハレ」の日に着用する民族衣裳に関しても，
これらの地域では異なっている。以上の点を総合して勘案
すると，ミャオ族は独立した1つの民族集団ではなく，相
異なる3つの民族集団とみなすのが妥当であると思われる。
このことといささか関連するが，ミャオ族には全体とし
て共通した言語すなわち標準語がなかった。そのため，種々
の点で不都合が生じたので，ミャオ語の標準語が選定され
ることになった。選定方法は次のようであった。偶々，ミ
ャオ族出身のＹ氏が中央民族大学の前身である中央民族学
院にミャオ族代表として選ばれて入学した。中央民族学院
では，Ｙ氏が話している言葉を標準語として決定した。Ｙ
氏は地元で青ミャオ族と呼ばれていた集団に所属し，貴州
省東部の中心都市凱里市近郊の出身であった。Ｙ氏が中央
民族学院に留学していた唯一のミャオ族だったことも，理
由の1つとされている。その後Ｙ氏は，地元の貴州省に帰
り，郷土史家としてミャオ族の研究に従事してきた。筆者
にとってＹ氏は，ミャオ族の現地調査について，多くをア
ドバイスしていただいた知人の1人である。以上の話はＹ
氏から直接伺った。
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5.
これまで述べてきたように，チワン族やミャオ族に代表さ
れる中国の少数民族の認知については種々の問題がある。
そのような問題に関して詳細な議論は他の機会に譲ること
とする。ここでは少数民族居住地域に入り，実際に調査を
実施するときに生じる問題について，紹介しておきたい。
中国の少数民族調査に関しては，わが国など資本主義経
済体制を採用している諸国とはあまりにも異なる事情が存
在する。政府の中枢機関や軍事施設など国家機密に関する
施設や場所に立ち入ることが厳禁されているのは，わが国
と同じである。しかし，中国を筆頭に，社会主義体制を採
用している国の施設や場所と同様，少数民族居住地域の大
半は，外国人の場合，一般観光客は勿論のこと研究者でさ
え自由に立ち入って調査することが許可されない。近年中
国では，近代化の大半が急なスピードで進展した。そのよ
うな状況と歩調を合わせるかのように，外国人の立ち入り
が厳禁されている対外「未開放」地区は，チベット自治区
の一部地域を除いて廃止された。その結果，外国人でも自
由にこれらの地域に立ち入ることができるとされる。しか
しながら，対外「未開放」地区の指定が解除された少数民
族居住地区に関しては，県城（県の人民政府所在地）や鎮
（地方中心集落），あるいは観光客目当てのモデル集落を除
いては立ち入ることが原則的に認められていない。モデル
集落とは，外貨を得るために各少数民族ごとに1～数ヶ所
の集落を選び，外国人が訪問することが可能な集落をいう。
このことが，少数民族の調査研究に従事している研究者
にとっては，研究上最大のネックとなっている。理由を政
府の担当者に求めると，少数民族居住地域は，社会主義建
設の過程の中でもっとも遅れている部分であるので，現時
点で開放することはできない。しかし，北京市や上海市な
どの近代化が進んだ大都市は，社会主義建設の大きな成果
であるから大いに見学してほしい，という。
かような状況なので，現地調査といえるのは，大学など
の研究機関が日中で共同調査を実施する場合に限定される。
大学院生などの若手研究者は，その共同調査に参加できる
機会が少ない。そのため，少数民族研究の若手研究者数は，
増加するどころか減少傾向を呈している。個人が単独で調
査を実施することが非常に困難だからである。
筆者の場合，中国への友好訪問以外の手段で訪問が可能
となった1980年代中頃以降より，単独あるいは研究会を
組織して現地調査を実施してきた。後者の研究会を組織し
たのは，当初個人による調査が許可されなかったからであ
る。筆者は，このような形式で調査を実施することができ
たが，調査した集落はすべてといってもよいほど，外国人
研究者では最初に訪問した集落であった。
それでは，どのようにして対外「未開放」地区の調査を
行なうことができたのであろうか。この点を説明したい。
現地調査を実施するには，調査を実施したいという申請
書を担当部門に提出する。つまり，担当部門から正式に対
外「未開放」地区に入る許可を得るのである。具体的には，
少数民族の管理など全般を担当している行政機関である民
族事務委員会（後に民族宗教事務委員会と改称）の許可が必
要となる。この許可は，対外「未開放」地区の指定が廃止
された現在でも入手しなければならない。通常希望する調
査集落名を記入した申請書を，半年から3ヶ月ぐらい前に，
対象調査集落が属している省または自治区の民族事務委員
会に提出する。一般には，個人がかかる申請書を提出して
も許可が認められない。治安上の問題と，申請者の信用が
確認できないからだとされる。筆者の場合，ごく限られて
いるが，省や自治区の高級官僚の知人が身分保証をしてく
れるので許可をもらうことが可能である。許可書の番号は，
「○○省民委（民族事務委員会の略）第2号」というように，
1桁である。
さらに，国境周辺に住んでいる少数民族調査には，軍
（人民解放軍）の責任者の許可も同時に必要となる。このよ
うな手続後，許可が得られると現地に入り調査が可能とな
る。許可を得ないで調査を行えば，地元の公安（警察）が
来て拘束され，教育的指導を受けた後，国外退去を命じら
れる。その場合，次回の中国渡航は不可能となる。ビザが
発給されないからである。調査には，公安や地元の役人が
同行する。少数民族との問題を起こさせないためと，調査
者を保護するためである。
なお，現地調査に関しては，毎回「案」と称される詳
細な個人記録が作成され，書類として当局に保管されてい
る。筆者は，約30年間中国の少数民族調査を実施してき
たが，その「案」は，約80回分の記録で数センチの厚
さであるという。 （たばた ひさお 歴史文化学科）
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